
 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■病院の概要 

最新の設備を用い、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が看護部をはじめ 

各専門職種とチームを作る事により、情報を共有し、起床時から就寝時まで 

365日リハビリテーションを提供致します。 

病床数：回復期リハビリテーション 232床 

 

■病院理念・基本方針 

（基本理念） 

『 手には技術 頭には知識 患者様には愛を 』 

 

（基本方針） 

１．安心・安全な医療 

学問的に高い水準の安心・安全な医療を提供します。そのために必要な施設・設備の整備拡充に努めます。 

２．回復期リハビリテーション医療 

患者様・家族と医療情報を共有し、回復期リハビリテーション病院として入院から在宅まで一貫した、患者様のニーズに

沿った安心できるチーム医療を提案します。 

３．地域医療 

地域の医療・福祉施設と密接な連携をとり、寝たきり「ゼロ」、在宅復帰を目標に誰でも安心して利用できる、回復期 

リハビリテーション病院を目指します。 
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【病院外観】  



１．組織体制について 

医療安全に関する組織体制について教えて下さい。 

医療安全に関しては病院長の下で、医療安全管理委員会、リスクマネジメント委員会が組織されています。 

医療安全管理委員会  → 院内の全部署の医療安全担当者からなる組織 

リスクマネジメント委員会 → 看護部、リハビリテーション科からなる各病棟２～3名で構成される組織 

 

深井様の主な業務内容と、院内各部署との連携について教えて下さい。 

●レポート（インシデント・アクシデントレポート）の集計・分析 

報告書は遅くても事例が起こった翌日にレポートを提出する事になっています。データを分かりやすく区別する為に、転倒

転落事例のみ報告書の様式を変えて提出してもらっています。 

また、報告する文化を築くため、レポートの簡素化（チェックボックスの採用）や事故レベル２以下の報告書に関しては

専用ポストへ入れてもらうよう工夫しています。 

●委員会の進行および事例検討や資料作成 

レポートの中から検討すべき事例を選定し検討会に図ります。 

医療安全管理委員会副委員長、リスクマネジメント委員会委員長を務めており、それぞれの委員会の資料作成、議事

進行を行います。 

●医療安全推進週間のポスター掲示 

院内スタッフの医療安全に対する意識向上と、これらの取り組みを患者様・ご家族の方々に理解や認識を深めて頂くこと

を目的として、全 10部署でポスターを作成しました。厚労省推進の医療安全推進週間と院内で定めた 11月 24日か

ら 11月 30日の期間中、1F ウェルカムホールに展示して安全啓発活動を行いました。 

●院内医療安全講習（年 2回）の立案・実行 

また、今後の活動としては、研修会（病棟事例からの KYT を開催）に加えて院内ラウンドを通常業務に取り入れる

よう活動したいと思っています。 

 

２．転倒・転落事例情報の収集と対策について 

事例情報の収集の仕組みを教えて下さい。 

インシデント・アクシデントレポートは必ず「対策シート」を添付してもらう事にしています。「対策シート」とはスタッフにハー

ド面・ソフト面の要因に関わらず、率直な意見を記入してもらうためのものです。現場からの率直な意見の中からヒントを

得て対策を行えるよう、気軽に報告できる仕組み作りを心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事例発生件数はどのように推移していますか？ 

当院は巨樹の会グループの新設病院で入院患者数は日に日に増えています。現在のところ転倒事例のレポートは全

レポートの４％程度を推移しています。年間目標として 3％未満を達成できるように活動していきます。 

 

事故防止のための対策や工夫はされていますか？ 

回復期では患者様の日常生活能力の向上と在宅復帰を最大の目的としているため、ADL の回復過程では常に転

倒転落の危険性と隣り合わせにいる状況です。 

その様なことから、マンパワーはとても重要だと感じています。人員配置や増員を計画的に実行した結果、事故率は近

年減少傾向です。 

他には様々な「離床センサー」での対策もしています。使用し始めた当初は、患者様にどの離床センサーを使用すれば

より効果的なのか現場スタッフが迷っていましたが、

現在はテクノスジャパンの総合カタログに掲載されて

いる「離床センサー選定フローチャート」を各フロアに

掲示して、スタッフがスムーズに離床センサーを選定

出来るようになりました。とても参考になっています。 

設備面での工夫は、階段昇降口にソファーを置

いたり、植物を置いたりして人工的に障害物を作っ

ています。これは患者様がひとりで階段を利用しな

い為の対策です。 

また、最近では夜間エレベーターを１F に止まら

ないような設定（パスワード管理）に変更をしてい

ます。意外と気づかない事でしたが離院対策に効

果がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．医療安全に関する研修および他院との連携について 

医療安全に関する研修や、地域の病院様と医療安全に関する連携をされていますか？ 

委員会の中で取り上げられたインシデント・アクシデント事例を分かりやすくまとめ、院内研修としてスタッフと共有してい

ます。現場で起きている身近な情報を参考にしながら、主体性を持って様々な対策を行っています。他にも、転倒率の

推移や比較したデータなどを講習時に共有しています。 

他院との連携については、巨樹の会では関東グループ各病院から担当メンバーが隔月で集合し、重大事故に関しての

討論会やテーマを決めてワークショップを行っています。今後は他院から講師を招聘して地域の病院と連携を図りたいと思

っています。 

テクノスジャパン離床センサー2015・2016総合カタログより 



 

4.離床センサーについて  

 【導入センサーの種類と台数】  

コールマット・コードレス ：  16台      サイドコール・コードレス  ： 16台 

ベッドコール・コードレス ：   8台      赤外線コール・コードレス ：  3台 

座コール・メロディタイプ ： 16台      徘徊ナビ・ポケット     ： 10台     【合計 69台】 

 

導入機種はどのようなポイントで選定されましたか？ 

テクノスジャパンの離床センサーは法人内の別の病院で使用していました。 

ケーブルタイプを使用していましたが、患者様の足が引っかかる可能性があること、断線故障の心配もありました。 

コードレスタイプは、それらの心配が無くより安全に使用できるという判断から導入をするようになり、現在は１病棟に１機

種４台ずつの配備をしています。コードレスのセンサーはやはり安全で便利ですね！ 

認知症や高次脳機能障害の患者様が多く入院されている中で、身体抑制をしない対策として離床センサーは今後も

必需品になってくると思っています。 

 

６.メーカーへのご要望について 

弊社の商品や顧客サービスについてご要望、ご意見がありましたらお聞かせ下さい。 

「コールマット」は患者様が座位の時に意図的に足でセンサーを動かす事が多く見受けられます。センサー本体が固定

できる方法があれば良いと思う時があります。 

また、「サイドコール」はセンサーが内蔵されている部分の色合いが他の部分と異なれば、スタッフへの説明や設置が更に

簡単になると思う事があります。 

「徘徊ナビ」も効果的に活用しています。専用受信器への報知ではなく、院内用 PHS直接報知ができればよいですね。

それと、テクノスジャパンが開催している「機種選定会」や「ワークショップ」「セミナー」など様々なサービスの一覧があれば

有り難いです！ 

 

７．何か一言お願いいたします。 

病院様の PRや深井様のポリシーなど何でも結構です。 

当院の大きな特徴は、「24時間 365日リハビリが出来ること」、「リハビリ指導医や経験豊富な医師、看護師、リハビ

リスタッフの配置が充実していること」、「グループ病院在宅復帰率 86.3％」、「患者様 1人 1日当たりリハビリを 8.29

単位行っていること」で、それぞれが非常に高い水準を誇っています。この様な事は診療報酬制度の改正以前から当グル

ープでは取り組んでいます。先駆けてこの充実した状況を継続出来ている事がアピールポイントです。在宅復帰率を高水

準に保つためにも「医療安全対策」が非常に重要であると思っています。 

個人的には医療安全に関わらず、「出来るか出来ないか」を判断基準にするのではなく、「とにかくやってみる」事にして

います。 

最後にイギリスの諺で好きな言葉がありますので紹介します。『一日幸せでいたければ床屋に行きなさい。一週間幸せ

でいたければ車を買いなさい。一ヶ月幸せでいたければ結婚しなさい。一年幸せでいたければ家を買いなさい。一生幸せ

でいたければ正直でいなさい。』 

まだまだ始まったばかりですがこれからも五反田リハビリテーション病院の医療安全管理責任者として頑張ります！ 

 

テクノス通信 vol.79 （2015年 12月発行）より 


